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フィラリアおよび糞線虫症と成人T細胞

白血病ウイルス感染

旧フィラリア流行地・熊本県南部の過疎地における調査
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I nfluence of Filaria and Strongyloides Infection on the Infestation of Adult T-cell
Leukemia Virus. Survey on Tsunaki-cho in Kumamoto Prefecture where ATL is
Endemic and Filaria Exsisted in the Past.
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Abstract: The birth places of patients with adult T-cell leukemia(ATL) are

clustered in the rural coastal areas in Kyushu and South Shikoku. Among several
endemic diseases, the geographical distribution of patients with bancroftian filariasis is

most similar to that of ATL in japan. In the survey of Goto Islands of Nagasaki
Prefecture, we formulated an etiological hypothesis that a combination of repeated ex-

posure to filaria antigen and ATL virus(ATLV) might have played an important role in
the etiology of ATL. However, in the present study of Tsunaki-cho in Kumamoto

Prefecture where ATL is endemic and patients with filariasis had been commonly
observed until 1964, similar results could not be observed. The results obtained in this

study could not suggest the consideration that filarial infection in the past might have
some promoting effects on ATLV infestation among inhavitants in Tsunaki-cho,

because we could not obtain any relationship between filaria and ATLV antibody titers
in this time.

Many of the inhabitants (19.8%) in Tsunaki-cho were suffered from a kind of

fluke worm, Heterophyes heterophyes nocens. However, no relationship between
heterophyes and ATLV infection could be also observed.
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緒　　　岩

最近,新しく疾患概念とLて確立された成人丁細

胞白血病(ATL)紘,九州.南四国.南紀地方の海

岸線に近い過疎地帯を中QCJに好尭L, 4〇才以上の成

人を浸す極めて予後の悪い白血病として注目されて

いる(田島1982).最近, Hinuma et al. (1981)

は　ATL　の原困とLて一種のレトロウイルスを

発見し,成人T細胞白血病ウイルス(ATLV)と命

名Lた. Lかしながら,この　ATL　が何故,九州

や南四国在住の成人に限局Lて発病するか,また,

このウイルスの伝播がどのようにLてなされている

か,全く解明されていない.

一方,この　ATL　の地理的発生分布ほ, 25年前

葉施されたフィラリ7感染調査におけるフィラリア

仔虫保有者の分布とほとんど完全に一致しているこ

とが田島(1982)によつて指摘され,藤田ら1983

紘,旧フィラリア流行地.長崎県五島の調査によつ

て,過去のフィラリア感染が　ATLV　の宿主への

感染を容易にしている可能性を発表Lた.今回は,

旧フィラリ7流行地であり,しかも現在,異形吸虫

の寄生が見られる熊本県津奈木町で,過去のフィラ

リアおよび現在の異形吸虫の寄生が　ATLV　感染

にどのような影響を及ぼすかについて調査Lたので

報告する.

調査方法ならびに実験方法

調査対照とした地区ほ,熊本県南部の八代海沿岸

に位置する津奈木町(昭和6〇年1〇月現在人口5971人)

で,住民検診を行つたのほ,町内の沿岸漁村の4地

区の4O才以上の男75名,女122名,計197名の住民で

ある(Fig. 1).各々の住民から血清および糞便を

採取した.血清については3分し,一部は　ATLV

に対する抗体(ATLA抗体)を測定Lた.すなわち,

4倍希釈した血清にMT-2 (ATL関連抗原提示

細胞),μさらにFIT℃でラベルされた抗ヒトIgG

抗体を加えて,蛍光顕微鏡で鏡検した　MT-2

の周特に明確な蛍光を発するものを陽性とした.

他の2分別された血清についてほ,大フィラリア

成虫を抗原として　ELISA　法によつてフィラリア

抗体価を求めた.そのうち,一部は前報(藤田ら,

1983)に準じて,アニサキス抗原で吸収後にフィラ

リア抗体価を求めた　　ELISA　法は,松田ら,

(1982)の方法に準じたマイクロタイタープレート

(Dynate℃h M 129A)法を用いた.すなわち,抗原,

血清およびペルオキシダーゼ標識抗ヒトIgG抗体

の組み合わせ反応によつて,抗原と標識抗体の至適

濃度を決定後,　o-フェニレンジアミン基質と過

酸化水素で反応させた各々の血清の希釈列の吸光度

を〇D 492nmで測定Lた･対照陰性血清の2倍以

上の　〇D　値を陽性とし,その希釈倍率をもつてフ

ィラリア抗体価とした.

また,住民の糞便についてほ,遠QL.沈澱法(ホル

マリン･エーテル法)によつて寄生虫卵の検出を試

みた他,埴紙培養法により,糞線虫のフィラリア型

幼虫の存在を調べた.

≡...ニーーーー<c-Lo℃ation of Tsunaki-℃h〇 1n

Kyushu, Japan
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結　　　果

ATLA　抗体陽性率

住民の性別,年令別　ATLA　抗体陽性率を

Table lに示す.総計でほ197名中66名が陽性で,

陽性率は33.5<tf〇であつた.男性の陽性率は3〇.7

% 75名中23名陽性),女性ほ35.2%(122名中43名陽

性)で,わずかに女性の陽性率が高かつた.

ATLA抗体陽性者のフィラリ了抗体価

津奈木町における過去のフィラリ7感染について

は, 1964年度において,同地区の747名中2名がフ

ィラリア仔虫陽性であつた(1967年度熊本県衛生部

報告書).これらの仔虫保有者に対してジエチルカ　ノ

ルバマジンを投与L,また仔虫保有者の村落には殺

虫剤を散布L,媒介蚊駆除を行なつたということで

ある.その結果, 1966年度の調査では,同地区のフ

ィラリア仔虫保有者ほ皆無の状態になつている.

このような過去のフィラリア流行地で,フィラリ

アの抗体価を住民の血清より求めた･調査地が海岸

Table1.Ageandsexspe℃ifi℃positiveratesofanti-ATLAamongpersons

.............................
AgeMalesFemalesTotal

11111111-
-492/17
(ll.8%(3〇ネ/82長b)10/43
(23.3<7<〇)
50-594/17
(23.5)11/42
(26.2)15/59
(25.4)60-699/24
(37.5)15/36
(41.7)24/60
(40.0570-8/17
(47.1)9/18
(50.0)17/35
(48.6)..11....................11Tota12
(3〇3/75
0.7)子3/12;
35.2弓冒16/197
33.5)

..111.................1

Table 2. Filarial antibody titers after absorption with anisakis antigen among groups of

persons with positive ATLA antibody and negative ATLA antibody

Age　　　ネTLAネ　二ネ阜如ves
Males Females　　　　〇tal Male s Females　　　　〇tal

-494.16
(2)一4.41:i)〇.414.3冒.i〇宮.33･6冒.i5宮.264.27+0.2
(18)〇4.4冒,i,宮･17
5〇-594.91;発:o.484.3
)号.i.宮.26･4冒.i5宮.234.2モア0.18
13)4.6宇,i〇宮.184.51ア0.14
(43)6〇-693.91;i)〇.254.6♀.i5宮.314.3苧ア0
23)･234･5号.i,宮.194.4♀ア0-17
21)4.4冒,i6宮･13
70-･〇4(発o:29･38(発:o.435.2
)号.i,宮.264.83晶〇.374.6〇(発)〇.184.7弓Li8冒.2〇

...............................1.
Total･52:
(2素)〇.194.67ア
(43宮.184.6号6i,宮.13･5冒5i2宮.124.4冒完宮.1〇4.52:
(1発o〇).〇7...................................
*mean±SEexpressedbythese℃〇ndexponentofthefilarialantibodytiter
>fc#numberofpersonstested
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Number　　66 121　　　23　52　　43　79

Fig. 2-　Sex spe℃ifi℃ antibody titers against Crude filarial antigen among persons with

positive ATLA antibody and negative ATLA antibody.

Fig. 3. Age spe℃ifi℃ antibody titers against Crude filarial antigen among persons with

p〇sitive ATLA antibody and negative ATLA antibody.
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に面Lており,住民ほ好んで沿岸でとれた海産魚を

食べているので,アニサキスとの交差反応を考慮L

て,まず血清をアニサキス抗原で吸収後フィラリア

抗体価を求めた.得られた抗体価を　ATLA　抗体

陽性者と陰性者に分けて比較したところ,Table　2.

の如く,両群の抗体価けまほとんど差が得られなか

つた.

次に,吸収操作をしていない血清でフィラリア抗

体価を求め,その抗体価を　ATLA　抗体陽性者と

陰性者に分けて相互に比較した･その結果,各群で

多少の抗体価の相異が観察されたものの,男女間に

おいても(Fig. 2),年令別に比較した場合も

(Fig. 3)両者の問に特定の有意差ほ得られなかつ

た.

住民の寄生虫感染状況

回収Lた糞便より,ホルマリン.エーテル法にて

異形吸虫卵と鞭虫卵を検出Lた.鞭虫感染ほ1名

(〇.5%)のみであつたが,異形吸虫感染は高率で,

検査Lた197名中39名(19.i　　うち男性75名中16

名(21･3%),女性122名中23名(18.99特o)がそれぞ

れ陽性であつた.しかL,糞便の培養法による糞線

虫の検出でほ一例も認められなかつた.

異形陽虫感染と　ATLV感染の相互関係

これまでの我々の研究によつて,フィラリアや糞

線虫という線虫類の感染が　ATLV　の感染や増殖

のrisk fa℃t〇rの1つであることが明らかにされて

きた(Fujita et al, 1985).そこで,今回ほ異形

吸虫の感染が　ATLV　の感染にどのような影響を

与えているかを調べた.異形吸虫感染者の性別およ

び年令別の　ATLA　抗体陽性率を求めたところ,

Table 3のようになり,異形吸虫感染者のAマLA

抗体陽性率は男性では高く,女性でほ低くなり,午

令別にも一定の傾向は得られなかつた.すなわち,

異形吸虫感染ほ　ATLV　の感染とは全く無関係に

行なわれていることが判明Lた.

Table 3. Age and sex spe℃ifi℃ positive rates 〇f anti-ATLA among

Heteropわ,es heterophyes - Carriers and non - ℃arners
..　　111　　　　　　　　..　....　　　　　　　　　　　　.. .　　　.　　. .　　.　　　　　　　　　...　　...　　　　　　　....　　　　....　　　　　　　...　　　　　....　　　.

Age H.の　I.=+　ネn｢血ers　二..
Male s Females Total Males Females　　　〇tal

.................111.
-49(2去:4〇1/7
(14.3%)2/ll
(18.2%)1/137/19
(7.7%)(36.8%)8/3
(25-C〇2%)
50-591
(2(〇/.5〇2/7
(28.6)3/12
(25.C〇3/12
(25.C〇9/
(25ネ12/
(25.･47

.5)

60-690/2
(o-c〇1/5
(20.0)1/7
(14.3)9/
(4｡ネ14/31
(45.2)23/53
(43.4)

7〇3
(6C〇/5
1.0)2
(5C〇/.4〇5/9
(55-6)5/12
(41.7)7/14
(50.0〇12/26
(46.2)

...............................111
Tota15/16
(31.3)6/
(26ネ1)ll/39
(28.2)18
(3C〇759
1.5)377
(37.･99

.4)冒i5/15-34.8♀

考　　　察

フィラリアや糞線虫など線虫感染が　ATLV　の

感染に影響を与えていることを我々ほすでに明ら

かにLた(藤田ら, 1983;Nakada et at., 1984;

Fujita et al, 1985).今回調査Lた地域では,莱

線虫の感染ほ全く見られなかつたが,異形吸虫の感

染が高率(19.i偶,)に見られた.そこで,フィラリ

アや糞線虫という線虫以外に,異形吸虫という吸虫

がATLVの感染に影響を与えているか否かを調べ

た.その結果,両者は全く無関係であることがわか

つた.線虫類と異なり,吸虫類では,住血吸虫以外

け王宿主の免疫能を撹乱するような感染が一般的に

行なわれていないのが通例である.異形吸虫ほ,宿

主体内を特に　migrate　することなく直ちに小腸に

定着し,成虫にまで成育する.このような感染様式

が,以上のような結果を生み出Lたのかも知れない.
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また,われわれほ,旧フィラリア流行地.長崎県

五島の2部落において,フィラリア抗体価の高い人

ほどATLVに感染する危険率が高まることを報告

した(藤田ら, 1983;Tajima et al, 1983).すな

わち, Tajima et al (1983)によると,フィラ1)

ア抗体価の低い人のATLVに感染する割合を1と

すると,フィラリア抗体価の中等度および高い人の

ATLVに感染する危険率は,男性で4.〇および

8.〇,女性でほ2.6および7.1とそれぞれ有意に

上昇することが明らかにされた.すなわち,フィラ

リアの抗原に暴露した人は,その暴露の度合が強ま

れば強まるほど, ATLVに感染する危険率も比例

して高まることが明らかとなつた.このことほ,旧

フィラリア流行地にATL患者発生が多いという疫

学的知見と共に, ATLVの感染に過去のフィラリ

ア感染が関与Lていることを示唆するものである.

しかし,今回の熊本県津奈木町における調査でほ,

長崎県五島で得られたような,フィラリ7抗体価と

ATLA　抗体陽性率との問に一定の関係ほ得られな

かつた.五島の2部落ほ,我々の教室が長い間フィ

ラリアの撲滅のため調査Lてきた所で,そのうち一

方の部落でほ,患者をジュチルカルバマジンで治療

する方法だけで,他方の部落でほ媒介蚊を駆除する

方法のみによつて,それぞれフィラリア患者の撲滅

を試みた所である%　その結果, 1971年けま,両部落

の住民でフィラリア仔虫を有する人は全く存在Lな

くなつた(〇mon　のt at., 1972).今回の津奈木町

の調査地では, 1966年に仔虫保有者が皆無になつて

いることが確認され,仔虫保有者の消滅時期という

点では,両地区において5年の差位でほとんど差が

ないことがわかった.しかし,フィラリア感染の密

度という点でほ,長崎県五島の方がはるかに高いと

思われる.また,長崎県五島の2部落は,島内の一

部落という閉鎖的環境にあるけに反L,今回の調査

地は,九州という大きな島に属Lていることも注目

すべきである.このようなフィラリア感染に関する

両地域の感染上の相違が,このような結果の差を生

み出したのかもしれない.

しかL,いずれにLろ,何故,津奈木町の

ATLV　感染者が,フィラリア抗体価に関Lて一定

の関係を示さなかつたかについて詳細な検討が今後

必要である1それけま,フィラ1)ア感染に関して,

津奈木町における過去に潮つた詳細な情報をまず得

なければならない.また,調査対象各自,一人一人

の過去の出生,婚姻,職業について,また,当地か

らの人の出入状況などの疫学的調査を,各自のフィ

ラリア感染状況の把握と共に是非行なわなければな

らない.しかL残念ながら,津奈木町においてほ五

島の2部落のように,フィラリアの調査は,過去経

年的に継続的に行なわれていない.また,各個人の

情報も五島の2部落でのように簡単けま得られない

のが実情である.

‡引. n監岨個旧｡∵発現x.惜‖擱冗円田池軸別間割碧眼醜謁租
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ゼ・

今回調査Lた津奈木町の4地区ほ，いずれも共通

した地理的特散を有Lている・すなわち，後方は丘

陵地で，南方ほ海に面しており，いずれも小さな漁

港を持っている（Fig・4）・大きな河川ほなく，産

業ほ沿岸漁業と丘陵地でのミカンの栽培が主であ

る・この地は，旧フィラリア流行地であると共に，

ATLA　抗体陽性者が33．5呪■という，九州でも最も

高率の　ATLV　浸淫地の一つである・今回の調査

でほ，過去のフィラリア感染がどのように　ATLV

の感染に影響を与えているか明確にすることはでき

なかったが，この　ATLV　高浸淫地において，過

去のフィラリア感染が果たLて本当に重要な役割を

得ているか否か，また，フィラリア感染以外に他の

risk fa℃tOr　があるか否かなどを探求することが，

今後の重要な課題であると思われる．

結　　　語

旧フィラリア流行地・熊本県津奈木町の4地区で

住民の　ATLA　抗体陽性率とフィラリア抗体価の

関係を求めたが，一定の関係ほ得られなかった・こ

の地区住民ほ，高率に異形吸虫に感染Lていたが，

異形吸虫感染ほ　ATLV　感染に何ら影響を与えて

いないことが判明した・
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